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平成２２年７月１４日
国土交通省六甲砂防事務所

中央構造線
糸魚川・静岡構造線

特殊土壌地帯

活火山

プレー ト境界

フィリピン海プレート

太平洋プレート

ユーラシアプレート

北アメリカ
プレート

断層が多く複雑な地質、シラス・マサ土等の

特殊土壌に覆われ、崩れやすい国土

脆弱な日本列島

相
模
ト
ラ
フ

駿河トラフ
南海トラフ

琉球海溝

日本海溝

伊豆・小笠原海溝

国土交通省砂防部資料
に加筆修正

千島・カムチャッカ

海溝

日本周辺の海底地形日本周辺の海底地形

海溝名 最深部 海溝長さ

千島・カムチャッカ海溝 9550m 2200km

日本海溝 8020m 800km

伊豆・小笠原海溝 9780m 850km

琉球海溝 7460m 1350km

地震国日本！

世界の約２割の
地震が分布

1998年～2000年、
マグニチュード3.0以上の
地震の震央分布

▲ランクＡの火山

▲ランクＢの火山

▲ランクＣの火山

▲ランク分け対象
外の火山

火山国日本！

世界の約１割、１０８の
活火山が分布

日本の活火山分布

土砂災害を受けやすい日本の国土

気象庁編集「気象ガイドブック」2002年版

※日本の国土面積 38万k㎡は

地球の陸地面積の0.26％
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資料３

 六甲山系グリーンベルト
森づくり講習会（第３回）



イースター島と北岳を結ぶ、点と線 

北岳でしかみられない固有種・キタダケソウは、山頂近くの石灰岩地域に大群落をつく

っている。この石灰岩は意外なことに、もともと南アメリカ大平洋沖（イースター島付近）

の海底に堆積した岩石。それが１億年近い時間をかけて太平洋の底をゆっくりと移動 

し、日本海溝の底で日本列島と合体。さらに約１００万年前にはじまった隆起によって、

北岳の頂上付近に姿をあらわしたという。キタダケソウが北岳にしか咲かない理由は 

ナゾに包まれたままだが、遥かな時空から運ばれた石灰岩を頼みに咲く花の姿は、 

奇跡にほかならない。 

 

                 参考資料：『登山と自然の科学Ｑ＆Ａ』小泉武栄（大月書店）

世界のプレート境界

イースター島

太平洋プレート ： 西へ毎年10cm移動

フィリピン海プレート ： 北へ毎年 4cm移動

（28°S、109°W）

文部科学省資料に加筆修正

六甲山の誕生と断層の形成
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697m 凡例

沖積層、扇状地など

大阪層群

神戸層群

花こう岩

有馬層群

丹波層群

今後も動く可能性
のある断層

その他の地質断層
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六甲山系の地形

南斜面は、海岸線からわずか7km程度で標高931mの六甲山頂に
至る急峻な地形となっており、河川も急勾配となっている。
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海岸線から六甲山麓までは2～3kmと非常に狭く、

この少ない平地に人口が密集している。平地部か

ら山地部へと宅地を求めて都市化が進行し、現在

では標高340m付近まで宅地の開発が進んでいる。

このように、保全対象と土砂生産域が隣接してお

り、土砂災害の危険性が非常に高い状況にある。

S11年までに形成された居住地域

S12～S30年までに形成された居住地域

S31年～現在までに形成された居住地域

は同一地点。市街地が大きく広がっているのがわかる。

昭和３６年頃 住吉川付近 平成９年 住吉川付近

写真位置

市街地の拡大

地震直後の崩壊地数：約７７０箇所
その後の降雨等により２０００カ所以上に増加

「砂防ボランティアを中心とした地すべり等緊急支援チームによる調査」

阪神・淡路大震災による崩壊地

焼ヶ原の崩壊住吉台の崩壊

六甲山の崩壊（阪神・淡路大震災）
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六甲山の現状 六甲山の緑の現状

災害に強い山づくり・自然豊かな森づくり

六甲山系グリーンベルト整備事業六甲山系グリーンベルト整備事業

阪神・淡路大震災阪神・淡路大震災
山全体の地盤の緩み山全体の地盤の緩み

・崩れやすい地質

・急峻な斜面
整備・管理が必要な樹林

六甲山系グリーンベルト整備事業とは？六甲山系グリーンベルト整備事業とは？

山自体を土砂災害に強くする！
自然豊かな森づくりを行う！

六甲山系グリーンベルト整備事業

六甲山系グリーンベルト整備事業とは？六甲山系グリーンベルト整備事業とは？

市民・企業の森づくりを推進市民・企業の森づくりを推進

施設整備
構造物でしっかり整備

樹林整備
植物の力を最大限に
活かした整備

樹林整備
目標とする樹林への
誘導

樹林整備
良好な樹林を維持する
ための管理

■土砂災害の防止 ■都市のスプロール化防止

■良好な都市環境・風致景観・生態系および種の多様性の保全・育成
■健全なレクリエーションの場の提供

事業の
目標

グリーンベルトの整備方法

土木構造物で整備

直接市街地に面した斜面
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現存植生を
保全した法枠工

斜面対策（崩壊危険性の高い斜面を補強）

鉄筋挿入工法

六甲山系グリーンベルト整備事業 樹林整備により土砂災害に強く、
自然豊かな森へ誘導

◇外来種のニセアカシアや、放置されたスギ・ヒノキの人工林が多数存在
◇林相転換により、六甲山本来の植生へと誘導
◇生態系及び種の多様性を保全・育成

倒木の多いニセアカシア林

土砂災害に強い樹林

樹林のちからを最大限に活かした整備

樹木や下草、落ち葉が
雨の勢いを弱める

深い根・浅い根が
表層の土を抑える

表面の土が
削られるのを防ぐ

表層の土が
流れ出たり、
崩れるのを防ぐ

グリーンベルトの整備方法

土砂災害に強い樹林に整備

適切な維持・管理

森づくり活動が可能

良好な樹林

荒れた樹林

5



「森の世話人」活動地

下草刈り 植樹 伐採

「森の世話人」活動地

植物の観察

環境教室

山遊び体験

林相転換の実施

不良な樹林の伐採・地ごしらえ

植樹

苗木の準備

保育（下草刈り・つる切り・補植）

苗木の育成（準備）と
植樹作業を
小学生が実施

＋
土砂災害や緑の役割
について学習

どんぐり育成プログラム

どんぐり育成プログラムどんぐり育成プログラム どんぐり育成プログラムどんぐり育成プログラム

どんぐり拾い 砂防について説明 鉢植えの説明・指導
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どんぐり育成プログラムどんぐり育成プログラム

植樹について説明・実施苗木の育成
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情報の入手方法情報の入手方法

＜携帯電話からの防災情報の入手方法＞
川の防災情報（国土交通省河川局）http://i.river.go.jp

→レーダー雨量→近畿地方→兵庫県
→テレメータ→近畿地方→兵庫県→阪神→近畿その他水系・（夙川、芦屋川、

天上川、住吉川、石屋川、都賀川、西郷川、新湊川、生田川、妙法寺川→
雨量観測所一覧（時間雨量、累加雨量）

＜XバンドMPレーダーの入手方法（PC）＞
Xバンドレーダーhttp://www.river.go.jp/xbandradar/

砂防えん堤に期待される効果
～満砂してからも効果を発揮～

流出土砂抑制・調節
上流から流下する大量の土砂により、下流域において河床上

昇等による災害を引き起こさないように、流出土砂の抑制・調節
を行います。またその際に、より大きな粒径の石礫を捕捉し細粒
分を中心に流下させる「粒径調節機能」も発揮します。

河道浸食防止
出水時に流水や土石流による河床の浸食を

防止します｡

山脚固定
砂防堰堤の上流側に土砂が堆積することで

河床が上昇し、その結果、渓流を挟んだ山腹
斜面の脚部侵食を防止します。

土石流対策
流下してくる土石流を抑

止、あるいは減勢させます。

河床堆積物流出防止
斜面の崩壊や上流からの土砂流送によっ

て河道内に堆積した不安定土砂が、出水時
に再移動して下流に流出しないように固定
します。

●土砂が堆積してから機能発揮する砂防えん堤の効果～満砂してからの効果～

●流下する土砂を貯める砂防えん堤の効果～流れてきた土砂をくい止める効果～
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